
  

3月8日、オラクルはシェラトン都ホテル東京で、オラクル・テクノロジーや製品

に関わるユーザーとユーザーが繋がり、ベスト・プラクティスを共有いただける

場である「Oracle Database Connect 2017」を開催した。 

クラウド活用へ舵を切る中、既存資産とバランスを取りながら効率よく新規

開発、運用維持や移行を進めるための工夫が求められる。この開催レポートで

は、Oracle Database 12c Release 2(以下 12c R2)をはじめとする最新技術の開

発背景や活用ノウハウ、豊富な経験を積んだテクノロジー・エキスパートによる

新たなチューニングの考え方など講演の要点を集約しお伝えする。 
 

 
はじめに、日本オラクル株式会社 取締役 代表執行社長兼CEO 杉原 博茂のオープニングスピー

チで開幕した。これまでのOracle Databaseの歴史を振り返り、お客様とともに蓄積してきた長年の技術

の積み重ねと歩みに感謝の意を示した。 

基調講演でオラクル・コーポレーション データベースサーバー技術担当 エグゼクティブ・バイスプレ

ジデント アンディ・メンデルソンは「オンプレミス版12c R2のリリースをアナウンスでき非常にうれしく思い

ます」と切り出した。「Transforming Data Management」と題した、データマネジメント領域における３つの変遷とそれに対応す

るOracle Databaseのテクノロジーの進化と12c R2の新機能を紹介した。 

"1.ディスクからインメモリ" – 既に高い評価を得ているが、

Database In-Memoryによりストレージアクセスを減らし、既存

アプリケーションを書き換えることなくOLTP系と分析系の共存

を可能とした。Intelと共同で、次世代アーキテクトを利用した

高速化も進めている。一方で、HA機の有効活用を想定しス

タンバイ側での分析も可能とした。また、Non-Volatile 

Memoryのデータベースへの対応も開発中である。 

"2.データウェアハウスからBig Dataへ" – Hadoopや

NoSQL上のデータと連携し、あらゆるタイプのデータをSQLで

まとめて分析することを可能とした。 

"3.オンプレミスからクラウドへ" – お客様がクラウドサービ

スを展開するのにあたり、複数データベースのバックアップな

どの維持作業やマスターデータ管理作業の一本化による生

産性の向上を可能としている。また、費用や堅牢性など要件

に見合った適切な基盤に、オンラインのまま、簡単なコマンド

でデータを移行することも可能とした。 

12c R2では新たにShardingに対応した。例えばグローバル

に対応するECサイトなど1か所で管理するには巨大な場合、

多数の小さなデータベースに分割して運用負荷と障害リスク

を分散することを可能とした。アプリケーションを書き換えず

に、1か所で全体に対する検索を行うことも可能とした。 

変化するビジネスモデルに迅速に対応し続けるため、

Oracle Exadataは、機材の配置場所、支払い、管理担当に

応じて3つの方法で提供している。 

「引き続き、最新の技術を使って、効率よく少ない労力で利用できる最高の基盤を提供していく」と締めくくった。 
 

 
<< 準備中 >> 

基調講演 クラウド時代におけるデータベースの歩みと急速な技術進化の方向性 

事例講演 最新の基盤を活かす技術とは。エキスパートが語るお客様事例 
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Oracle Database 12c Release2の強化ポイント

Oracle Database In-Memory Oracle Multitenant Oracle Sharding

12cR2の強化ポイント
・Active Data Guard 構成の
スタンバイサイトでリアルタイム分析を実現

・さらなるパフォーマンス向上
(JOIN 処理で最大3倍等）

12cR2の強化ポイント
・PDBホットクローン/ リフレッシュ
・各PDBへのCPU,メモリ,IO リソース配分
・CDBに格納できるPDB数増

(Max:4096PDB)

12cR2の強化ポイント
・１つの巨大なデータベースを多数の

小さなデータベース(シャード)に分割
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お客様データセンター

買い取り

お客様管理

ExadataDatabase Machine

お客様データセンター

サブスクリプション

オラクル管理

Oracle Cloud

サブスクリプション

オラクル管理

ExadataCloud Service

Private Cloud Cloud @Customer Public Cloud

Exadata Cloud Machine

ExadataCloud Machine:クラウドへの移行を容易に
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Exadataの基本技術であるReal Application Clustersの開発・テストの携わるオラクル・コーポレーショ

ンのサーバーテクノロジー部門に所属する守村 篤が、Cache Fusionのテクノロジーのこれまでの進化と

今後の期待について熱く語った。 

Cache Fusionの性能はOracle 9i Database当時に一般的に1ミリ秒程度であったが、CPUやOS、H/Wの

進化が進み、それらを融合したOracleのEngineered SystemであるExadata上でExafusionを実装した結

果、12c R2では最大約20倍も短い数十マイクロ秒のLatencyが実現されている。このように「ExadataはDWH処理だけではなく、

Exafusionを始めとするOLTP処理にも最適化された機能が実装されている」とも説明した。最後に、「Remote Direct Memory 

Access（RDMA）を活用した通信パスの超最適化を実現することで、Cache Fusionが更なる進化を遂げる可能性がある」とし、

会場内は興奮の渦に巻き込まれた。  

 
「2020 年には 4 人に 1 人、技術者が不足する。増え続けるデータ管理の負荷をいかに減らすか」と

日本オラクル株式会社プリンシパル・エンジニア伊藤勝一は切り出した。 

個別最適化が進んだ多くのデータベースを簡単な作業で集約環境に移行し、リソースを共有し維持

管理をまとめて行うことで運用生産性を高めることが可能となる。クラウド環境での管理も視野に入れな

がら、環境の移行と企業の成長と重ね合わせ、「データベースの旅」をテーマに 4 つのデモを実演した。 

最初にオンプレミスの Windows 上に構築された Standard Edition 版データベースを、Linux 上の Enterprise Edition 版の

基盤上へ移行。次に新規サービス提供を見据え、本番環境のデータベースを停止せずクラウド環境へ複製し、最新の検証

環境を作成。さらにアプリケーションの計画停止をさせずにデータベースを稼働したままクラウド環境に移行切替。最後に、バ

ーストするリクエストに応えるため Exadata Cloud Service への移行。わずか 30 分の間に実演し、会場は大いに盛り上がった。 

この基盤となるのが「Oracle Multitenant Architecture」である。アプリケーションからは従来と同じ方法で接続できること、1

つの環境で複数のデータベースを持つことができ、開発・テストに有効であること、少ないステップで止めずに複製・移行がで

きることを「旅」を通じて確認した。最後に伊藤は、「コンテナ・データベースの利用をデフォルトとしてくださいね」と語った。 
 

 

 
データベースの操作が簡単になったら、またこれまでの限界が取り払われたら、どんなにうれしいことだろうか。篠田 典良

氏(日本ヒューレット・パッカード株式会社)、西村 克也(日本オラクル株式会社)、吉田 成利氏(NTTデータ先端技術株式会

社)が登壇し、進化を遂げたOracle Database 12cのおすすめの小ネタについて語った。ここでは、西村の講演を取り上げる。 

■暗号化の手間と時間を大幅に短縮したOracle Database 12c R2 

既存のアプリケーションに影響なく、パフォーマンス劣化を極小化するOracle Advanced Security 

Transparent Data Encryptionは多くのお客様で利用されているが、従来は暗号化する表領域を新たに

作成し、データ移行が必要だった。12c R2の新機能である「Encryption Conversion」を利用すれば、既

存の表領域をそのまま暗号化する事ができ、必要な時間を大幅に短縮する事が出来る。12c R2ではオ

ンライン変換が実装され、業務を継続しながらダウンタイムなく暗号化が可能なことをデモで実演した。

11gR2, 12cR1にも同機能のオフライン版がバックポートされて事も併せて紹介した。SYSTEM, SYSAUS, 

UNDO, 一時表領域も12c R2では暗号化可能になった。「法規制対応で暗号化はますます重要になる。既存のシステムの

移行の手間と工数を大幅に削減した本機能をぜひご活用いただきたい」と締めくくった。 
 

 
JPOUGからはOracle ACEの関口 裕士氏（フリーランサー）、諸橋 渉氏（日本ヒューレ

ット・パッカード株式会社）、渡部 亮太氏（株式会社コーソル）の3名、日本オラクルから

も津島 浩樹、柴田 長、畔勝 洋平の3名の合計6名が登壇し、データベースのパフォ

ーマンス問題の分析方法、チューニング手法について様々な見解を議論した。 

テーマは2つ。「年々データ量が増加することで性能劣化が発生したケース」「事業拡

大に伴いシステム更改が頻繁に行われた結果、特定の時間帯だけオンライン処理の性

能が低下するケース」 - 今まさに、IoTによる機器の稼働状況の確認や顧客の購買動向など、膨大な履歴情報を活用した

事業強化が進んでいる中で、遭遇しやすい課題だ。柴田のファシリテートの元、関口氏、諸橋氏、渡部氏とオラクル・コンサ

ルタントの畔勝が即興でAWRレポート等の各種ログを読み解きながらチューニング候補を提示した。津島が「OLTPシステムに

おいても、特定の時間帯にフルスキャン処理が流れるケースでは、データベース・インメモリの活用がおすすめ」と解説し、柴

田がデモによる実演を行った。最後に「Oracle Cloudの12c R2を使えば、今すぐ誰でも確認できる」と試用を勧め、まとめた。 

 

Oracle Database Connect 2017             

本社開発部門のパフォーマンス・エンジニアが語る Cache Fusion 進化の系譜 

 

クラウド運用で省力化! 最新版 Oracle Database を活用した基盤の魅力 

JPOUG 共催セッション 

JPOUG in 15minites 

エキスパートはどう考えるか？ 体感！パフォーマンスチューニング 
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